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虫
め
が
ね

むむ  

しし  

籠籠

国
際
昆
虫
学
会
議
京
都
大
会
に
参
加
し
て

２
０
２
４
年
8
月
25
日
～
30
日
、
第
27
回
国

際
昆
虫
学
会
議
京
都
大
会（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
４ 

Ｋ
Ｙ
О
Ｔ
О
）が
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催

さ
れ
、
82
の
国
と
地
域
か
ら
４
，２
７
８
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
さ

ま
ざ
ま
な
昆
虫
を
テ
ー
マ
に
、
１
９
２
０
年
設

立
以
来
４
年
ご
と
に
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ

る
、
１
０
０
年
を
超
え
る
伝
統
の
あ
る
世
界
大

会
で
す
。
日
本
で
は
ア
ジ
ア
で
最
初
の
第
16
回

会
議
が
１
９
８
０
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
は
当
社
創
業
者
の
元
木
三
喜
男
が

米
軍
昆
虫
学
者
と
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
終
日
に
衛
生
動
物
分
野
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
橋
本

先
生
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
沢
辺
先
生

が
座
長
で
、
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
関
係
の

４
名
が
英
語
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も

台
風
が
関
西
を
直
撃
、
東
海
道
新
幹
線
が

不
通
と
な
り
、
北
陸
新
幹
線
ま
わ
り
で
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
次
回
の
第
28
回
大
会
は
南
ア

フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
貢
）

　

当
社
技
術
交
流
会
は
、
１
９
９
２

年
に
第
1
回
が
14
名
の
参
加
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
33
年

を
迎
え
ま
し
た
（
コ
ロ
ナ
で
2
年
休
止
）。

本
年
は
、
当
社
社
員
27
名
、
機
材
・
薬

剤
の
メ
ー
カ
ー
、
同
業
他
社
な
ど
外
部

か
ら
26
名
、
合
計
53
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
普
段
駆
除
を
実
施
す

る
こ
と
が
少
な
い
食
菌
性
の
害
虫
防
除

２
題
、
新
し
い
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
紹

介
２
題
、
殺
鼠
剤
の
効
力
、
ト
コ
ジ
ラ

ミ
防
除
、
港
区
内
の
ハ
チ
駆
除
の
分
布

状
況
、
台
東
区
委
託
の
繁
華
街
に
お
け

る
大
規
模
な
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
対
策
の
取
組

み
、
経
営
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
11
題

が
報
告
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
、
他
社
と
の
意
見
交
換
等
、
貴
重

な
技
術
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
終

了
後
に
は
懇

親
会
が
な
ご

や
か
に
開
催

さ
れ
、
有
志

に
よ
り
二
次

会
、
三
次
会

も
あ
り
大
い

に
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

お
客
様
に

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
建
築
物
環
境
衛

生
管
理
全
国
大
会
で
、
当
社
の
鈴
木
光

樹
が
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は

前
々
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
年
の
大
会
式
典
で
表
彰
状
と
賞

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
に
寄
せ

ら
れ
た
港
区
内
の
ハ
チ
駆
除
の
依
頼
を

地
域
、
ハ
チ
の
種
ご
と
に
分
類
、
分
析

し
た
も
の
で
、
現
在
も
デ
ー
タ
の
収
集

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
群
馬
に
て
開
催

さ
れ
た
第
40
回
ペ
ス
ト
ロ
ジ
ー
学
会
で
、

今
度
は
当
社
業
務
部
長
の
佐
々
木
健
が
、

「
ハ
ン
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
薬
剤

散
布
方
法
が
蚊
成
虫
防
除
効
果
に
与
え

る
影
響
」
と
い
う
演
題
で
発
表
を
行
い
、

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
害
虫
防
除
の
業
務
に
加
え
て
、

研
究
発
表
や
事
例
報
告
な
ど
も
積
極
的

に
行
っ
て
仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

対
し
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
、
防
除
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
、
今
後
も
技
術
交
流
会
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表彰状と表彰盾

ヘ
ビ
は
、
ト
カ
ゲ
の
類
縁
関
係
に
あ
る
爬
虫
類
で
、
四
肢
を
持
た
な
い
細
長
い
体
形
が
特
徴
で
す
。

ヘ
ビ
は
変
温
動
物
で
、
哺
乳
類
の
よ
う
に
体
温
調
節
が
で
き
な
い
た
め
、
温
度
の
低
い
冬
は
冬
眠
し
て
い
ま
す
。
熱
帯
地
域
に
生
息
す
る
ヘ

ビ
は
逆
に
熱
を
避
け
る
た
め
、
夏
眠
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

食
性
は
全
て
動
物
食
で
、
種
類
に
よ
っ
て
食
べ
る
も
の
に
違
い
が
あ
り
、
ネ
ズ
ミ
、
カ
エ
ル
、
鳥
類
な
ど
様
々
で
す
。
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
木

登
り
を
得
意
と
し
て
い
る
た
め
鳥
類
を
獲
物
と
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
マ
ム
シ
な
ど
地
上
性
の
蛇
は
ネ
ズ
ミ

な
ど
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ヘ
ビ
に
は
毒
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
東
京
都
内
に
も
、
山
林
部
で
は
マ
ム
シ
や
ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
生
息
域
と
な
る
、
山
林
や
河
川
の
草
む
ら
に
は
不
用
意
に
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

ヘ
ビ
を
見
つ
け
て
も
、
噛
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
づ
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ヘ
ビ
は
別
の
場
所
に
移
動
し
ま
す
の
で
、
刺
激
せ
ず
に
離
れ
て
下
さ
い
。

ヘ
ビ
の
人
家
へ
の
侵
入
対
策
と
し
て
は
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
、
ヘ
ビ
の
餌
と
な
る
も
の
の
駆
除
を
行
う
、
家
屋
へ
の
侵

入
防
止
と
し
て
、
穴
や
隙
間
を
な
く
す
こ
と
や
、
敷
地
に
塀
な
ど
を
設
置
す
る
等
が
有
効
で
す
。

ヘ
ビ
が
敷
地
内
に
入
っ
た
な
ど
、
ど
う
し
て
も
追
い
払
い
た
い
場
合
は
、
市
販
の
忌
避
剤
の
散
布
や
距
離
を
と

り
、
長
い
棒
で
追
い
払
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

も
し
、
ヘ
ビ
が
家
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
捕
獲
や
駆
除
が
必
要
な
場
合
は
、
当
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
社
の
第
31
回
技
術
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

東京都キャンペーン
（からすといちょうの
葉）ポスター
スタジオで、からすの
標本を置いて、近所で
拾ってきたいちょうの
葉をくちばしにセット。

研
究
室
２
名
が
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

当社で捕獲したアオダイショウ（剥製）

ギャラリー

作者寸言
どんな写真を撮っているんですか？と初対面の

方に訊かれると、実に言葉に出しづらいです。そん
な時は、制作したポストカードを何枚か、さしあ
げると納得してくれるようです。2000年代に入り、
デジタルワークが普及していき、表現領域が変
わっていっても、1970年前後の欧州映画やロック、
ジャズ、フォークなどの音楽に浸っていた影響も
あって、“感じるままに”空気感や情感を加味しな
がら、人や物や景色を撮っていきたいと思います。

林家こぶ平 襲名高座ポスター
スタジオでウサギを撮り、こぶ平さんの顔は、
根岸の自宅の庭先で撮った。
不思議な一枚に仕上がった。
デザイン・副田 高行

演劇のちらし（二十日鼠と人間）A-4サイズ
スタジオでジーンズをセットして、二十日鼠の
動きを時間をかけて観察しながらシャッターを
押した。

ヘ ビ

作者プロフィ
ール
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江
戸
構
築
の
秘
話
（
そ
の
十
七
）

　『
江
戸
時
代
の
食
事
』

江
戸
文
化
歴
史
研
究
員　

窪
田 

孝

朝
、
お
米
を
炊
い
て
み
そ
汁
と
共
に
食
べ
、

昼
は
冷
や
飯
で
野
菜
や
魚
な
ど
の
一
菜
が
添
え

ら
れ
た
。
米
を
主
食
と
し
た
一
汁
一
菜
が
原
則

で
あ
り
、
一
日
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
主
食
の
米
で
あ
っ
た
。
タ
ン
パ
ク
質
は
、

豆
腐
や
め
ざ
し
の
干
物
な
ど
が
振
り
売
り
に
よ

り
供
給
さ
れ
た
。
お
米
は
朝
炊
い
て
米
び
つ
に

い
れ
、
昼
に
は
冷
や
飯
に
一
菜
、
夜
は
経
済
的

な
事
情
、
調
理
ス
ペ
ー
ス
の
点
か
ら
も
手
の
込

ん
だ
お
か
ず
は
食
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

１
日
２
食
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
米
の
生
産

量
も
増
え
、
行
灯
の
油
の
価
格
が
下
が
り
、
比

較
的
安
価
に
明
か
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
油
の
こ
と
を
灯
油（
と
も

し
あ
ぶ
ら
）と
い
う
。
小
皿
に
注
い
だ
油
に
火

を
灯
す
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
行
灯
用
の
油
に
は
、
ご
ま
油
、

え
ご
ま
油
、
菜
種
油
、
綿
実
油
な
ど

の
植
物
油
が
主
に
利
用
さ
れ
、
他
に

私
と
薬
膳
料
理

中
井
薬
膳
茶
師
・
薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

上
野 

薫
以

私
が
30
代
の
頃
で
し
た
。

70
代
の
女
性
が
「
具
合
が
悪
く
て
病
院
に

行
っ
て
も
『
そ
う
い
う
歳
で
す
か
ら
』
っ
て
先

生
に
言
わ
れ
ち
ゃ
う
と
そ
れ
以
上
何
も
言
え

な
い
の
よ
ね
」
と
困
っ
た
よ
う
な
、
怒
っ
た
よ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
し
を
聞

い
て
「
私
に
何
か
出
来
な
い
か
な
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は
「
ア
ド
バ
イ

ス
が
出
来
る
く
ら
い
に
な
れ
れ
ば
良
い
な
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
中

医
学（
中
国
伝
統
医
学
）の
奥
深
さ
に
の
め
り

込
み
、
国
際
中
医
薬
膳
師
の
資
格
を
取
得
し
、

２
０
２
１
年
に
『
今
日
の
食
事
は
3
ヶ
月
後
の

自
分
の
た
め
に
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
二
十
四

節
気
に
沿
っ
た
薬
膳
コ
ラ
ム
の
発
行
を
始
め
ま

し
た
。

と
こ
ろ
で
、「
薬
膳
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ

う
」っ
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

実
は
普
段
の
食
事
に
薬
膳
の
要
素
っ
て
入
っ

て
い
る
ん
で
す
。

例
え
ば
、
冷
奴
に
は
生
姜
や
ミ
ョ
ウ
ガ
、
紫

蘇
な
ど
の
薬
味
が
の
っ
て
い
ま
す
。
豆
腐
は
体

を
冷
や
す
食
材
な
の
で
、
冷
や
し
す
ぎ
な
い
よ

標  

本  

棚
海
外
の
思
い
出

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
思
い
出

１
９
９
０
年
代
、
私
は
京
都
大
学
西
田
利
貞

教
授
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
三
度
、
東
ア
フ
リ

カ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
、
マ
ハ
レ
山
塊
国
立
公
園

で
の
野
生
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
調
査
に
参
加
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
虫
屋
で
あ
る
私
は
、
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
や
ア

ブ
・
サ
シ
バ
エ
な
ど
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
吸
血

す
る
昆
虫
が
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
マ
ハ
レ

で
採
集
し
た
昆
虫
は
、
さ
ら
な
る
研
究
の
た
め
、

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ａ
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
立
公
園
局
）
と

Ｃ
О
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
科
学
技
術
委
員

会
）
の
承
認
を
得
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
帰

途
立
ち
寄
っ
た
ア
ル
ー
シ
ャ
博
物
館（N

ational 
N

atural H
istory M

useum
-ARU

SH
A

）

の
学
芸
員
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
吸
血
昆
虫
に
つ
い
て

会
話
し
た
際
、
展
示
標
本
が
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
私
が
採
集
し
た
昆
虫
の
一
部
を
寄
贈
し
よ
う

と
言
っ
た
所
、「
申
し
出
は
有
り
難
い
が
、
ご
覧

の
よ
う
に
収
蔵
設
備
が
完
全
で
な
い
た
め
、
保

管
に
自
信
が
持
て
な
い
。
だ
か
ら
、
日
本
に
持

ち
帰
っ
て
し
っ
か
り
研
究
に
役
立
て
、
そ
の
後
は

き
っ
ち
り
保
管
し
て
欲
し
い
。
早
く
自
分
た
ち

で
き
っ
ち
り
保
管
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
が
、

そ
れ
ま
で
は
先
進
国
に
お
い
て
保
管
し
て
貰
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
現
状
だ
。」
と
、
そ
れ

ま
で
の
笑
顔
が
消
え
て
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

応
え
ら
れ
た
の
が
、
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

昆
虫
を
含
む
生
物
（
遺
伝
資
源
）
は
、
そ
の

い
ず
れ
も
が
国
の
宝
で
あ
る
。
そ
の
宝
の
保
管

を
、
み
す
み
す
外
国
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
に
、
彼
女
は
さ
ぞ
悔
し
い
思
い
を
し
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
後
再
訪
す
る
機
会
が

な
く
、
現
状
は
判
ら
な
い
が
、
自
前
で
標
本
の

保
管
が
き
っ
ち
り
出
来
て
い
る
こ
と
を
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

な
お
、
持
ち
帰
っ
た
昆
虫
に
基
づ
く
知
見
は

論
文
と
し
て
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
、
標
本
は
北

海
道
大
学
総
合
博
物
館
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
タ
イ
国
か
ら
、
２
０
０
４
年
帰

国
の
2
週
間
前
に
、
少
数
民
族
、「
森
の
ム
ラ

ブ
リ
」
を
訪
ね
た
。
３
０
０
人
程
が
タ
イ
と
ラ

オ
ス
国
境
山
岳
地
帯
に
住
み
、
小
動
物
や
バ
ナ

ナ
等
を
口
に
す
る
。
竹
や
バ
ナ
ナ
の
葉
の
風
雨

除
け
で
寝
泊
り
、
短
期
で
移
動
、
他
民
族
と
の

出
会
い
も
少
な
い
。
ム
ラ
は
人
、
ブ
リ
は
森
を

意
味
し
、「
森
の
人
」
と
か
「
黄
色
い
葉
の
精
霊
」

と
い
う
。
文
字
や
暦
は
無
く
、
静
か
で
、
言
語

む
し
く
い
ず

う
に
体
を
温
め
る
食
材（
薬
味
）が
あ
わ
せ
て
あ

り
ま
す
。

体
を
冷
や
す
食
材
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る
と
、

胃
腸
障
害
を
起
こ
し
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
し

ま
す
。
反
対
に
、
体
を
温
め
る
食
材
ば
か
り
を

食
べ
て
い
る
と
、
ニ
キ
ビ
が
で
き
た
り
、
口
内

炎
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
調
の

改
善
や
不
調
を
未
然
に
防
ぐ
事
を
目
的
に
、
季

節
や
体
調
に
あ
っ
た
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
組

み
合
わ
せ
た
食
事
な
ど
を
薬
膳
と
い
い
ま
す
。

少
し
身
近
に
感
じ
て
頂
け
ま
し
た
か
？

毎
日
の
食
事
で
口
に
す
る
物
は
、
す
ぐ
に
栄

養
と
な
り
、
最
も
体
に
影
響
す
る
物
で
す
。
季

節
や
体
調
に
あ
っ
た
食
事
を
心
が
け
て
病
気
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

数
が
少
な
く
、
消
滅
の
危
機
に
あ
る
。
農
村
郊

外
に
旅
行
社
の
タ
イ
人
通
訳
同
行
で
訪
問
し
た
。

　

タ
イ
政
府
は
定
住
化
を
勧
め
、
農
民
の
下

働
き
を
し
て
い
る
。
他
の
種
族
と
生
活
様
式
が

異
り
、
交
流
が
少
な
い
。
応
対
に
出
た
裸
足
で

褌
姿
の
長
老
に
中
庭
へ
案
内
さ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
詰
め
た
、
豚
肉
の
赤
身
が
少
し
付
い
た
5

㎏
位
の
脂
身
を
差
し
出
す
と
、
裸
足
で
幼
児
を

抱
え
た
あ
ど
け
な
い
女
性
が
受
け
取
り
、
火
の

傍
で
昼
食
の
準
備
中
の
長
髪
の
女
性
に
無
表
情

で
手
渡
し
た
。
こ
の
間
会
話
は
無
し
。
暫
く
す

る
と
、
昼
食
で
帰
っ
て
き
た
小
柄
な
男
性
3
人

が
、
竹
筒
に
脂
身
を
詰
め
込
み
、
焚
火
に
入
れ
、

油
が
筒
か
ら
滴
る
と
子
供
達
も
加
わ
り
、
ほ
と

ん
ど
無
口
に
素
手
で
口
に
し
た
。
長
老
に
家
を

見
せ
て
と
頼
む
と
、
女
性
が
案
内
し
て
く
れ
た
。

竹
で
編
ん
だ
壁
、
バ
ナ
ナ
の
葉
等
を
重
ね
た
屋

根
、
草
木
灰
を
敷
き
詰
め
た
土
間
、
竹
で
編
ん

だ
ベ
ッ
ト
が
1
つ
と
、
衣
類
を
無
造
作
に
掛
け

た
竹
壁
、
竹
の
背
負
子
、
他
に
生
活
用
品
は
何

に
も
な
い
。
騒
が
ず
、
お
と
な
し
い
子
供
た
ち
、

無
気
力
な
大
人
た
ち
、
私
た
ち
も
言
葉
が
出
な

い
。
見
世
物
で
は
な
い
の
で
、
早
々
に
引
き
上

げ
た
。
外
部
か
ら
の
感
染
症
や
〝
コ
ロ
ナ
禍
〟

を
無
事
に
過
ご
せ
た
の
か
、
気
に
な
る
。

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館

（
酪
農
学
園
大
学
名
誉
教
授
）　

　

佐
々
木 

均

タ
イ
国
の
〝
消
滅
危
機
〟

少
数
民
族
を
訪
問

　

元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

髙
橋 

正
和

三
淵（
旧
姓
武
藤
）嘉
子
は
明
治
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
日
本
初
の
女
性
弁

護
士
と
な
る
が
、
戦
争
で
す
べ
て
を
失
う
と
、
新
た
な
思
い
を
胸
に
差
別
の
な
い

司
法
を
実
戦
す
べ
く
裁
判
官
に
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
34
歳
で
裁
判
官
に
就
任

「裁判官 三淵良子の生涯」
著者：伊多波　碧著
発行：潮出版社
定価：本体800円
ページ数：267P
ISBN：978-4-267-02415-3

問 題

は
、
イ
ワ
シ
、
ク
ジ
ラ
、
サ
ン
マ
な
ど
の
魚
油

（
ぎ
ょ
ゆ
）が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

油
売
り
は
、
油
を
継
ぎ
足
し
て
い
く
ま
で
時

間
が
か
か
り
、
無
駄
話
を
し
て
仕
事
を
怠
け
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。「
油
を
売
る
」と
い
う

言
葉
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

後
、
ア
メ
リ
カ
で
家
庭
裁
判
所
を
視
察

し
、
帰
国
後
は
各
地
の
家
庭
裁
判
所
で

社
会
的
な
弱
者
に
目
を
向
け
、
精
力
的

に
活
動
し
た
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
男
性
中
心
の

社
会
に
向
き
合
っ
て
逞
し
く
し
な
や
か
に

生
き
た
女
性
法
曹
の
、
ひ
い
て
は
女
性
の

社
会
参
加
の
先
駆
者
の
生
涯
を
描
く
。

羽　音羽　音

下の問題文を解読して、解答してください。

Q

下の文章を解読し、回答してください。

そをべとろえしゃくなにひ？
←↓↓←→↑←↓→←↑→？

A

鹿か
ね
こ
ば
ら

子
原
の
虫
送
り

　
　（
島
根
県
・
邑
南
町
）

　

害
虫
退
散
と
豊
作
を
願
う
伝
統
の
農
耕

行
事
。「
虫
送
り
」
と
は
、
作
物
に
つ
く
虫

を
追
い
払
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
伝

統
行
事
。
列
の
先
頭
は
平
家
の
武
将
・
齋

藤
別
当
実
盛
を
型
ど
っ
た
乗
馬

姿
の
藁
人
形
、
源
氏
の
兵
に
追

わ
れ
て
水
田
で
稲
株
に
足
を
と

ら
れ
て
討
た
れ
た
た
め
、
そ
の

怨
霊
が
虫
に
な
っ
て
稲
に
祟
り

を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。
そ
こ
で
実
盛
の

霊
を
慰
め
、
村
境
ま
で
送
ろ
う

と
い
う
の
が
行
事
の
由
来
と
か
。

撮影：芳賀日向/芳賀ライブラリー
（あさひ生命ABCマガジンより）
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